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1. 調査の概要 

・調査目的 

 卒業後３年が経過した卒業生へアンケートを送付し、定着状況や当時の就職支援について回答

してもらい、今後の就職指導および学習指導の参考とする。 

 

・調査対象 

 郡山女子大学の平成３０年度卒業生 

 

・アンケート期間 

 令和３年７月２６日～令和３年９月１７日 

 

・送付数 

 大学７３名（内訳：人間生活学科１３名、食物栄養学科６０名） 

※５名が未達返却 

 

・回収率 

  ５名（７．３％） ※未達分を除いて回収率を算出 

  内訳：人間生活学科１名、食物栄養学科４名 
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2. 回答状況について 

 平成２９年度就職決定者（２０１９年３月卒業）は７３人おり、全員を対象として発送した

が、返送があった人数は、５名となっている。 

 回答率は発送人数に対して７．３％(前年度３３．３％)である。 

 

3. 卒業後の就職状況について 

 回答があった５名に関して、卒業後就職した勤務先で働いているかと尋ねた。学生全員が継続

勤務を行っており、就職サポートは非常に良好であるといえる。 

 

 

図 1.勤務状況 

 

4. 就職活動を終えて自分に不足していたと感じたもの 

就職活動後に自分に不足していたものを１２項目で評価してもらった。項目は、「企画力・創造

力」、「問題解決力・分析力」、「判断力」、「データ処理力・事務処理能力」、「ストレスコントロー

ル力」、「リーダーシップ」、「協調性」、「幅広い教養」、「英語力」、「プレゼンテーション力」、「特

にない」、「その他」とした。 

 結果は、「特にない」のみだった。回答数が少ないため、昨年度、見られた「問題解決力・分

析力」、「判断力」、「データ処理力・事務処理能力」、「ストレスコントロール力」、「幅広い教

養」、「英語力」、「特にない」などの具体的な回答が見受けられなかった。アンケートの回答数が

少ない状態のため、アンケートの送付方法の検討などを行い、回答数を増やす対応を検討してい

く必要がある。 

 

 

図 2. 就職活動を終えて自分に不足していた能力 
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5. 大学時代に学んだ専門分野は現在の仕事とどの程度関連がありますか 

専門分野を活かした就職ができているかを確認するため、｢大いに関連がある｣、｢やや関連が

ある｣、「あまり関連がない」、「全く関連がない」の４択で評価してもらった。結果は、｢関連が

ある｣、｢やや関連がある｣あわせて約７５％の学生が専門分野を生かした就職をしているという

結果だった。 

 

  

図 3. 専門分野と仕事との関連 

 

6. 大学時代に身につけておくべきであると思うもの 

「専門知識」、「分析力に考察する力、「新たな知識を素早く身につける力」、「プレッシャーの

中で力を発揮すること」、「時間を有効に使う力」、「他の人と効率よく仕事をする力」、「他の人の

知識や能力を結集する力」、「意図を明確に伝える力」、「リーダーシップ」、「パソコン技術」、「新

たなアイディアや解決策を見つけ出す姿勢」、「文章能力」、「その他」に分けて確認した。「専門

知識」との回答が多いが、関連のある就職先への就職となっているため納得のいく傾向である。

次に「プレッシャーの中で力を発揮すること」、「意図を明確に伝える力」となっており、今まで

の学びとは異なり、自身のやった事に責任を持つことが挙げられる。仕事では始めの OJT期間後

は、自身のやった事をまとめ、その内容について簡潔に話すなどを求められることから、プレシ

ャーや伝えたいことをわかりやすく伝える機会が多く、身に付けておくべきだったと回答してい

るものと思われる。これらの経験は学業だけでは体験しにくいため、インターンシップ等の実践

的な学修を通して得ていく必要がある。 

 

図 5. 身につけておくべき力 
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7. 卒業生から在校生へのメッセージ 

最後に卒業生より、在校生へのメッセージをいただいた。 

 

自分のやりたい事ができる仕事を見つけて楽しい社会人生活を送ってください！ 

 

初めてではハラスメントなど間違っていることに気づかないこともあります。つまづいたら誰

かに話すこと。部下は守られる立場にあるので強いです。私はこの大学でよかったと思っていま

す。自信を持って社会人頑張りましょう。 

 

学生時代は、「社会人ってこんなに大変」とネガティブな情報ばかり目にしていましたが、思

っていたよりも社会人生活って楽しいですよ！すべて、自分次第です。自分が納得のいく就職が

できますようお祈りしています。       

    


